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29　　 　 TAE 併 用 CDDP 術前 動注法 に よ り、

病巣 の 消失 した進行子宮頸癌 12 例 の 検討

30　　　　 DDS（Drug　Delivery　System）を応用

した進行子宮頸癌に対する動注化学療法の 検討
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〔目的 〕我々 は
、 進行子宮頸癌に 対 して、動脈 塞栓法

（TAE ）併用 CDDP 術前動注化学療法を行 っ て い る 。

今回 は 、特に臨床進行期 1【期、皿 期例 の 中 で 、完全な腫

瘍 巣消失例 ユ2例 に つ い て 、病 理 組職学的 お よび 腫瘍内

Pt濃度に 関 して 検討 した 。 〔方法 〕今回検討 した の は

五 期 9 例、皿 期 3 例で あ り、組織型 は 扁平上皮癌 10 例

（大細胞非角化型 4例 、 小細胞非角化型 3例 、角化型 3

例）、頸部腺癌 2例 で あ っ た。 先ず治療前 に CT お よ び

MRI に よ り、 な るべ く客観的に 腫瘍の 広が りを 評価 し

た 。 次に 全例 に 、neoadjuvant 　 chemotherapy として

CDDP 　IOOn9．／bodyを中心 と して、　MMC また は epi −

ADR を 組み 合わ せ た 動注法を、　Geifoaln に よるTAE

を併用 し、3ク
ー7レ 施行 し た 。 手技的に は で き るだ け 両

側の 子宮動脈を選択 した 。 そ の 後手術を施行 し、摘出臓

器 を 病 理 組織学 的 に 検索 し、同時 に 腫 蕩内 Pt 濃度 を 原

子吸光法に よ り測定した 。 〔成績 〕 摘出子宮に お け る

病理組織学的検索 で は ま っ た く腫瘍組織を認 め ず、多数

の 炎症性 細胞 の 浸潤 と広範な線維化巣 を 認 め るの み であ

っ た 。 また 頸部病巣 で の 腫瘍内Pt濃度は 全例 20μ 〃／9

以上 で あ っ た 。 〔結論 〕今回 の 症例で は 、癌治療学会 で

の 組織学的効果判定基準に 従え ば、grade　 3に 相当す

る効果 で あ る 。 しか し腫瘍細胞は 、 そ の 壊死像す ら認め

ず、完全 に 消失 し て い た 。 こ の 腫蕩巣 の 消失とい う結果

は 、腫瘍 の 縮小などとは まっ た く異な っ た 次元で の 論

議 が 必要 か と思わ れ、今後化学療法の み の 単独治療法

へ の 夢 も抱 か せ る 。 また 十分 な 抗腫瘍効果を得る に 必

要な腫瘍内Pt濃度は 20〃 ／汐と考え られ、腫瘍組織内

Pt 濃度を こ れ 以上 に 上昇させ る種々 の 手段を改良すべ

きで あ る 。

［目的｝進行畢宮頸癌の 腫瘍内抗癌剤濃度を高め

るため，DDsを応用 した LPs（Lipiodol−・cisplatin−

Suspension）による動注化学療法を施行 し， その

有用 性を検討 し た。　［方法1 対象は 1992年4月か

ら1993年9月に治療 した子宮頸癌 22例で ，1）17例

（Ilb期5例 ，
　 IIIb期 12例 ）は超選択的に左 右の 子宮

動脈か ら50  計 1eOmg／bodyの LPSを注入 ， 2）5例（

IIb期 1例 ， 1王lb期4例 ）は 50  1bodyのLPSを子宮動

脈か ら ， CDDP　 lOOmg！body を腎動脈下部か ら動注 ，

経静脈的 にlfosfamide　 1300mg／  を 3日間，持続

皮下注で Peplomycin　30  1bodyを併用 した 。 4週

間毎に2コ
ース施行 し， 本法の 抗腫瘍効果お よ び

副作用にっ いて検討 した。　［成績〕1）LPS単独群 ：

  臨床効果 ；CR　2例（11．8％），
　 PR　11例 （64．8％）， NC

4例 （23．5％），  副作用 ；腹痛が 全症例に認め ちれ ，

重篤な骨髄抑制 ， 消化器症状 ， 腎機能低下はみ ら

れ なか っ た。  経時的な齏 中の非結合型 白金濃度

；1週間で 0、03〜0．33μ g！ml ， その 後感度以下 。  

手術例の組織自金濃度 ； 子宮頸部 ：21．8μ g！g ， 傍

結合織 ：142．9μ g／g， 子宮内膜 ：35．8μ g！g と高濃

度 で，骨盤節 ：0．5μ g／g，傍大動脈節 ：3．2Pt　9／gで

あ っ た 。
2）LPS＋併用群 ：   PR　 4例（SO．0％），

　 PD1

例（2  ．0％）  腹痛は軽度で ，嘔気，嘔吐が全例 に，
一過 t生の 腎機能障害 315（60％），白血球減少 4／5（80

％）にみ られた 。   LPS群 とほぼ同様 ，  子宮頸部

：9．4μ g／g ， ｛旁結合織 ：2．9μ g！g，骨盤節 ：9．5μ g！

g， 傍大動脈節 ： 2．G3μ g！gで ， 摘出腫瘍組織 にも

治療効果がみ られ た。手術施行 12例中，傍大動脈

節転移は 1112（8．3％），骨盤節転移は 2／12（16．7％）

で あ っ た 。　［結論 ］ LPS動注 の組織濃度か ら局所

制御が十分期待で き ， 全身化学療法 との 併用によ

り遠位の 転移の 予防 ， 治療の 可能性が示唆された 。
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